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瀬

戸

内

に

於

け

る

神

と

石

炭

(
其
の
二
)

1

大
山
祇
神
社
ー

宮

崎

太

郎

『
全
国
鉱
山
と
大
山
祇
神
社
』
発
行
第

一
輯

の
緒
言
に
よ
れ
ば
、

「
全
国
鉱
山
の
総
鎮
守
た
る
国
幣
大
社
大
山
祇
神
社
は
、
瀬
戸
内
海
の
中
央
愛

媛
県
大
三
島
に
神
武
天
皇
建
国
以
前
に
於

て
皇
国
鎮
護
の
霊
神
と
し
て
鎮
祭
せ
ら

れ
、
実
に
全
国
屈
指

の
大
社

な
り
。

　
に
全
国
鉱
山
に
於
け
る
日
常
生
活
経
営

に
当
り
、
そ
の
氏
神
大
山
祇
神
社
並
に

大
本
社
た
る
国
幣
大
社
大
山
祇
神
社
を
中
心
と
し
て
真
剣
な
る
活
働
を
せ
ら
れ
、

昭
和
十
三
年
現
在
の
実
況
を
調
査
し
て

「
全
国
鉱
山
と
大
山
祇
神
社
第

一
輯
」
を

編
纂
刊
行
し
帝
国
工
業
の
躍
進
に
資
す
る
所
あ
ら
ば
本
懐
之
れ
に
過
ぎ
ず
終
に
望

み
本
書
編
輯

の
資
料
を
各
鉱
山
会
社
よ
り
特
に
寄
せ
ら
る
、
深
く
感
謝
の
意
を
表

す
る
次
第
な
り
。

紀
元
二
千
六
百
年
記
念

昭
和
十
五
年
二
月
紀
元
節
祭
日

国
幣
大
社
大
山
砥
神
社
宮
司

三

島

敦

雄

」

目

次

に

ょ
れ

ば

、

福

岡

県

に

於

て

は
、

福
岡
県

同同同同同同同

大
山
祇
神
社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

方
城
炭
坑
山
神
社

金
田
炭
坑
山
神
社

三
井
鉱
山
株
式
会
社

三
菱
鉱
業

同同同同同同

田
川
鉱
業
所
第
二
坑

飯
塚
鉱
業
所

鯰
田
炭
坑
第

一
坑

鯰
田

炭
坑
第
四
坑

鯰
田

炭
坑
第
五
坑

鯰
田

炭
坑
第
六
坑

方
城
炭
坑

方
城
炭
坑
金
田
坑

福
岡
県

同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同

山

神

社

山

神

社

大
嶽

神

社

大
山
砥
神
社

大
山
砥
神
社

大
山
砥
神
社

大
山
砥
神
社

大
山
祇
神
社

山

神

社

大
山
祇
神
社

山

神

社

山

神

社

笠
松

神

社

山

神

社

嘉
麻

神

社

大
山
祇
神
社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

大
山
砥
神
社

大
山
祇
神
社

古
河
鉱
業

同明
治
鉱
業

同同同同同同株
式
会
社
麻
生
商
店

同同同九
州
鉱
業
株
式
会
社

嘉
麻
興
業
株
式
会
社

日
本
化
学
工
業
株
式
会
社

同同赤
司
初
太
郎
深
坂
鉱
業
所

大
正
鉱
業
株
式
会
社

小
林
鉱
業
株
式
会
社

田
籠
寅
蔵

西
部
鉱
業
下
山
田
坑

同

目
尾
炭
坑

豊
国
鉱
業
所

赤
池
鉱
業
所

赤
池
発
電
所

明
治
鉱
業
所

高
田
炭
坑

平
山
鉱
業
所

高
田
炭
鉱
久
原
坑

赤
坂
炭
坑

豆
田
鉱
業
所

上
三
緒
鉱
業
所

芳
雄
山
内
鉱
業
所

起
業
小
松
鉱
業
所

愛
宕
鉱
業
所

遠
賀
鉱
業
所

第
一
高

松
炭
坑

第
二
高
松
炭
坑

山
田
炭
坑

深
坂
炭
坑

中
鶴
第

一
坑

新
手
炭
坑

大
定
炭
坑
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福
岡
県

同同同同同同同同同同同

大
山
祇
神
社

大
山
祇
神
社

山

神

社

大
山
祇
神
社

亀
山
山
神
社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

山

神

社

庄
司
大
山
砥
神
社

山

神

社

福
岡
県

計
四
拾
二
坑

佐
賀
県
に
於
て
は

佐
賀
県

無
し

長
崎
県
に
於
て
は

長
崎
県

山

神

社

同同同同同

山

神

社

大
山
祇
神
社

大
山
祇
神
社

大
山
祇
神
社

岩
倉
稲
荷
神
社

長
崎
計

計
六
坑

熊
本
県
に
於
て
は

熊
本
県

山

神

社

熊
本
県

計

一
坑

田
籠
寅
蔵

同田
籠
鉱
業
株
式
会
社

九
州
曹
達
株
式
会
社

東
邦
炭
坑
株
式
会
社

嘉
穂
鉱
業
株
式
会
社

大
谷
炭
礦
株
式
会
社

藤
井
鉱
業
株
式
会
社

共
同
石
炭
株
式
会
社

長
尾
礦
業
所

三
崎
知

一

久
恒
貞
雄

日
本
製
鉄
株
式
会
社

同九
州
炭
礦
汽
船
株
式
会
社

同松
島
炭
礦

株
式
会
社

真
木
修
平

昭
嘉
炭
坑

三
上
炭
坑

昭
嘉
炭
坑

西
川
鉱
業
所

亀
山
鉱
業
所

嘉
穂
鉱
業
所

大
谷
炭
礦

新
目
尾
炭
坑

島
廻
炭
鉱

位
登
炭
坑

庄
司
鉱
業
所

猪
之
鼻
炭
坑

二
瀬
鉱
業
所

鹿
町
支
所
加
勢
坑

鹿
町
支
所
鹿
町
本
坑

崎
戸
礦
業
所

崎
戸
磯
業
所
二
坑

松
島
炭
坑

大
平
炭
礦

魚
貫
炭
礦
株
式
会
社

魚
貫
鉱
業
所

山

口
県

に

於

て

は

一
坑

も

な

し

常
盤

地

方

に
於

て
は

一
坑

な

り

福
島
県

大
山
祇
神
社

古
河
石
炭
鉱
業
株
式
会
社

北
海
道

同同同同同同同同

北
海
道
地
方
に
於
て
は

奔
別
山
神
社

同上
砂
川
山
神
社

大
夕
張
坑
口

神
社
大
夕
張
神
社

大
山
舐
神
社

萬
字
神
社

樺

太

山

神

社

同

大
山
祇
神
社

同

珍
内
炭
山
神
社

美
流
渡
神
社

山

神

社

北
海
道

計
九
坑

樺
太
地
方
に
於
て
は

樺
太

計
三
坑

埠

寮

↓;
「
ノ
レ
斗rん
}
を

朝

鮮

鶏

林

山

神

社

朝

鮮

計

一
坑

全

国

金

属

鉱

山

愛
媛
県

社村
大
山
積
神
社

住
友
炭
礦
株
式
会
社

同三
井
鉱
山
株
式
会
社

大
夕
張
鉱
業
所

大
夕
張
鉱
業
所

明
治
鉱
業
株
式
会
社

北
海
道
炭
礦

汽
船
株

式
会
社

同茅
沼
炭
礦
株
式
会
社

樺
太
鉱
業
株
式
会
社

同樺
太
炭
業
株
式
会
社

好
間
鉱
業
所
好
間
炭
礦

奔
別
鉱
業
所
奔
別
礦

同

唐
松
礦

砂
川
嶺
業
所

昭
和
炭
礦

萬
字
坑

萬
字
礦
美
流
渡
坑

茅
沼
炭
礦

大
栄
鉱
業
所

大
平
炭
礦

珍
内
炭
礦

朝
鮮
合
同
炭
礦
株
式
会
社

鶏
林
鉱
業
所

住
友
鉱
業
株
式
会
社

別
子
鉱
業
所
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新
潟
県

尉
大
山
砥
神
社

群
馬
県

大
山
祇
神
社

高
知
県

同福
岡
県

同同台

湾

白
滝
鉱
山

山

神

社

下
川
鉱
山

山

神

社

大
山
祇
神
社

金

井

神

社

大
山
祇
神
社

瑞
芳
山
神
社

三
菱
鉱
業
株
式
会
社

佐
渡
鉱
山

根
羽
沢
鉱
山

日
本
製
鉄
株
式
会
社

白
滝
鉱
山

日
本
製
鉄
株
式
会
社

下
川
鉱
山

産
業

セ
メ

ン
ト
鉄
道
株
式
会
社

金
井
鉱
山
星
野
鉱
業
所

金
井
星
野
鉱
山

浅
野
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

香
春
工
場

瑞
芳
鉱
山

全
国
金
属
鉱
山
計

九
鉱

以
上
の
記
録
は
報
告
さ
れ
た
炭
坑

・
鉱
山
の
み
を
集
録
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
戦

時
中
よ
り
戦
後
に
か
け
て
の
ほ
と
ん
ど
全
部

の
炭
坑

・
鉱
山
が
山
神
社
を
建
立
し
、

大
山
砥
神
社
よ
り
御
魂
を
拝
受
し
て
居
る
。
中
に
は
少
数
で
あ
る
が
、
地
元
の
御

宮
や
稲
荷
神
社
等

を
奉
じ
て
居
る
炭
坑
も
あ
る
。

現
代
に
於
て
は
原
子
力
の
原
料
で
あ
る
ウ
ラ

ン
コ
ウ
石
を
採
掘
す
る
鉱
山
も
災
害

防
止
の
た
め
大
山
祇
神
社
よ
り
御
魂
を
拝
受
し
祭

っ
て
居
る
。

以
下
古
河
鉱
業
下
山
田
炭
坑
明
治
鉱
業
平
山
炭
坑
の
山
神
社
の
行
事
を

『
全
国
鉱

!

山
と
大
山
祇
神
社
』
第

一
輯
よ
り
紹
介
す
る
。

福
岡
県
嘉
穂
郡
山
田
町
大
字
下
山
田
、
古
河
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
西
部
鉱
業
所
下

山
田
炭
鉱
鎮
座
山
神
社

祭
神
由
緒

大
山
積
社

昭
和
十
年
十

一
月
十
三
日

国
幣
大
社
大
山
祇
神
社

の
御
神
璽
を
奉
斎
す
。

祭
日

四
月
二
十
九
日

社
殿

拝
殿
建
坪
、
十
二
坪
、
従
業
員
献
納

の
狛
犬
、
格
子
あ
り
、

神
社
崇
敬
状
況

従
業
員
総
数
壱
千
弐
百
名

一
、
毎
月

八
日
会
社
幹
部
及
び
従
業
員
各
団
体
の
代
表
者
山
神
社
参
拝
し
終

っ
て

各
坑

口
及
選
炭
機

の
末
社
に
拝
礼
す
、
日
日
末
社
神
前
に
於

て
左
の
行
事
を
な

し
拝
礼
の
上
入
坑
す
。

e
宣
誓
文
朗
読

宣
誓
神
仏
を
崇
敬
し
家
庭
の
和
合
を
心
掛
け
る
こ
と
。

入
坑
前
精
神

の
統

}
を
図
る
こ
と
。

安
全
服
装
を
完
備
す
る
事
。

坑
内
規
定
に
違
背
せ
ざ
る
こ
と
。

相
互
に
怪
我
せ
ぬ
や
う
安
全
第

}
を
心
す
る
こ
と
。

就
業
中
注
・意
緊
張
を
欠
か
ざ
る
こ
と
。

作
業
場
は
常
に
清
潔
整
頓
す
べ
き
こ
と
o

天
井
点
検
の
徹
底
を
期
す
る
こ
と
。

電
気
機
械
等
危
険
物
に
近
寄
ら
ざ
る
こ
と
。

瓦
斯
炭
塵
に
因
る
変
災
の
起
ら
ぬ
や
う
注
意
す
る
こ
と
。

右
拾
ケ
条
を
宣
誓
す
。

⇔
安
全
歌
合
唱

安
全
歌

(国
境
警
備

の
曲
)

一、
隆

々
栄

へ
行
く
下
山
田

吾
が
炭
坑
の
安
全
は

懸
り
て
吾
々
の
意
気
に
在
り

緩
み
勝
な
る
吾
が
魂
に

鞭
打
ち
叫
べ
高
ら
か
に

災
害
防
止
の
城

の
声

二
、信
仰
心
に
強
く
生
き

家
庭
円
満
第

一
に

睡
眠
充
分
食
八
分

「悩一



服
装
や
規
則
に
違
反
な
く

力
協
せ
て
共
々
に

災
害
防
止
に
努
め
な
む

三、
注
意
の
二
字
に
身
を
固
め

緊
張
心
を
発
揮
し
て

安
全
運
動
の
先
陣
に

努
た
る
我
等
の
意
気
昂
し

安
全
の
歌
朗
か
に

雄
々
し
く
使
命
果
さ
な
ん

白

ラ
ジ
オ
体
操

一
、
全
国
鉱
山
安
全
週
間
に
は
、
山
神
社
に
於
て
安
全
祈
願
祭
を
執
行
し
、
各

団
体
幹
部
参
列
す
。
又
代
表
者
を
本
社
国
幣
大
社
大
山
祇
神
社
に
参
拝
せ

し
め
御
神
符
を
拝
受
せ
し
む
。

一
、
毎
月
十
五
日
主
婦
会
主
催
に
て
健
康

祭
を
執
行
す
。

一
、
在
郷
軍
人
分
会
、
青
年
団
、
少
年
団

に
よ
り
て
時

々
山
神
社
境
内

の
清
掃

及
植
樹
害
虫
駆
除
等
を
奉
任
す
。

以
上

福
岡
県
嘉
穂
郡
桂
川
村
大
字
土
師
二
三
四
三
番
地
、
平
山
鉱
業
株
式
会
社
平
山
鉱

業
所
鎮
座

大
山
砥
神
社

祭
神
由
緒

大
山
積
神
昭
和
十
年
六
月
三
十

日
御
鎮
座

祭
日
社
殿

春
季
適
当
の
吉
日
を
選
び
執
行
す
る
。

本
殿
建
坪
八
坪
、
拝
殿
二
十
坪
、
鳥
居
並
に
玉
垣
あ
り
。
従
業
員

献
納

の
狛
犬
、
手
洗
鉢
、
燈
籠

あ
り
。

二
坑
に
も
本
殿
拝
殿
を
設
け
て
奉
斎
す
、
本
殿
建
坪
六
坪
、
拝
殿
建

坪
六
坪
、
従
業
員
献
納
の
鳥
居

、
手
洗
鉢
、
旗
竿
台
等
あ
り
。

神
社
崇
敬
状
況

従
業
員
総
数

壱
千
五
百
三
名

採
鉱
係
現
場
役
員
は
労
務
員

の
第

一
人
車
の
要
員
と
共
に
必
ず
山
神
社
に

向

っ
て
拝
礼
を
な
し
入
坑
す
。

坑
外
従
業
員
は
午
前
七
時
の
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
山
神
社
に
向
ひ
拝
礼
を

な
し
行
事
を
な
す
。

労
務
員
は
各
人
車
毎
に
山
神
社
に
向
ひ
拝
礼
を
な
し
た
る
後
行
事
を
な
し

入
坑
す
。

婦
入
会
員
は
各
町
毎
に

一
月
十
五
日
の
両
日
全
員
山
神
社
に
参
拝
し
て
安
全

歌
を
合
唱
し
祈
願
を
な
す
。

毎
日
送
り
迎

へ
を
す
る
婦
人
は
其
の
都
度
山
神
社
に
拝
礼
し
黙
禧
を
捧
げ

祈
願
を
な
す
。

全
国
鉱
山
安
全
週
間
中
は
各
町
毎
に
全
員
山
神
社
に
参
拝
し
、
拝
殿
前
に

湯
茶
の
接
待
所
を
設
け
入
坑
昇
坑
の
労
務
員
参
拝
者
に
接
待

を
な
し
労
を

稿
ひ
、
終
り
て
黙
疇
拝
礼
し
て
参
列
を
な
し
各
町

へ
引
揚
ぐ
。

従
業
員
代
表
者
を
御
本
社
国
幣
大
社
大
山
祇
神
社
に
参
拝
せ
し
め
、
従
業

員
全
員
に
同
社
の
神
符
を
拝
受
し
て
頒
布
し
各
員
帽
子
に
附
し
て
携
帯
せ
し
む
。

御
本
社
国
幣
大
社
大
山
祇
神
社

の
拝
殿
大
写
真
額
を
拝
殿
に
掲
げ
て
御
本

社
の
様
子
を
知
ら
し
め
崇
敬
せ
し
む
o

年

一
回
国
幣
大
社
大
山
祇
神
社

の
大
麻
を
各
戸
に
拝
受
せ
し
む
。

大
祭
当
日
は
祭
典
、
神
楽
、
相
撲
、
餅
撤
、
活
動
映
画
、
剣
道
等
の
奉
納

催
し
あ
り
、
各
戸
で
は
町
毎
に
種

々
の
装
飾
を
な
し
て
賑
ひ
を
呈
す
。

婦
人
会
員
は
毎
月

一
日
及
び
十
五
日
の
未
明
に
山
神
社
境
内

の
大
清
掃
を

奉
仕
し
、
榊
の
取
替
、
手
洗
鉢
の
手
入
等
を
行
ふ
。

入
退
営
軍
人
報
告
祭
を
山
神
社
に
於
て
執
行
す
。

以
上

追
記

三
島
神
宮
に
は
二
つ
の
名
称

あ
り
。
三
島
神
宮
と
大
山
祇
神
社
こ
れ
な
り
。

三
島
神
宮
と
は
内
な
る
称
即
ち
地
元
で
つ
か
う
称
号
で
あ
る
。
他
に
向

っ

て
は
大
山
祇
神
社
と
云
う
。
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